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昭和41年e月20日(ー〉

発行所

愛媛県喜多郡

長浜町役場

印刷所岸本印刷所

5月の人口動態
男 7.489
女 8.27 9 
計 15.7 6 8 
世帯数 3.Q 6 3 

(末日現在)
出生 10 死亡 19
婚姻 ? 再防署 3 

5月の町政日誌

定例民生委員会

子供会代表者つどいの
/ム、
ヨミ

統合中学校建設特別委

員会(敷地造成、校舎

の配置、教室の種類、

室数など詳細な検討)

都梅林道、柿ノ久保林

道、喜多灘漁港改修工

事、櫛生漁港改修工事

入札

初級職員自主研修会

郷農道竣工検査(県〉

青少年補導員会

老人学級

豊茂地区診断結果報告

予算会議

喜多滋漁港、櫛生漁港

橋、江湖漁港しゅんせ

つ工事の竣工検査

会計検査院の会計検査

(農業構造改善事業)

初級職員自主研修会

観光協会組合会

樹園地開墾出来高調査

〔豊茂)

建設省竣工検査(漁港〕

社会福祉協議会役員会

日日

B日

11日

白
滝
↓
公
民
館
な
ど
建
設
決
ま
る

第

切___..

関

--晶

町
議
会
才
二
回
臨
時
会
は
、
五
月
二
十
七
H
体

育
館
で
開
か
れ
、
補
正
予
算
な
ど
、
十
四
の
議
案

を
可
決
、
正
午
に
閉
会
し
ま
し
た
。

可
決
さ
れ
た
主
な
も
の
は
、
つ
ぎ
の
通
り
で
す

。
町
条
例
の
一
部
改
正

(
①
町
民
税
で
は
、
各
種
控
除
の
引
上
。
②
固

定
資
産
税
で
は
、
非
課
税
範
囲
の
引
上
。
③
軽
自

動
車
も
身
体
障
害
者
に
対
し
て
は
、
一
台
分
を
免

税
。
④
電
気
ガ
ス
税
の
非
課
税
範
囲
の
拡
大
)

。
消
防
団
設
置
条
例
の
改
正

(
旧
消
防
団
条
例
は
、
設
置
と
運
営
の
二
つ
の

規
程
が
一
絡
に
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
別
々

の
条
例
で
制
定
)

A
V
町
道
の
編
入
と
変
更

(
編
入
U

郷
峠
か
ら
金
山
出
石
寺
の
や
ま
ぎ
わ

ま
で
の
、
千
五
百
三
十
五
メ
ト
ル
で
、
こ
れ
は

郷
峠
か
ら
金
山
出
石
寺
の
や
ま
ぎ
わ
ま
で
定
期
パ

ス
運
行
の
た
め
編
入
。

臨

之λ
A 

たしまざい、世"
¥圏直づとかりあ

長浜町大字下須戒

中川勇
長浜町大字下須戒
藤田勝馬

長浜町大字下mM地区
代表泉田幸雄

櫛生保育所父母の会
会長窪香代

白 i竜 P T A 
会長武知政
白滝保育所後援会
会長新 和子
尾上製糸工場
代表者尾上正三

大字白滝上田功三
白滝保育所後援会長新和子

豊茂保育所父母の会
会長松田吉幸

12日

13日

14日

16日

一li
l
-
-
l
!」
i
l
-
-
J
I
l
-
-
↓

的日

大和保育所用として

// 壁とりつけ鏡

時

変
更
日
本
町
J
港
町
線
と
、
松
原
通
り
港
町
線

を
統
合
し
て
、
「
木
町
@
松
原
通
り
線
」
に
変
更
)

A
V
統
合
中
学
校
建
設
事
業
特
別
会
計
条
例

(
統
合
中
学
校
の
建
設
は
、
当
町
始
ま
っ
て
以

来
の
大
事
業
の
た
め
、
一
般
教
育
費
と
き
り
は
な

し
て
、
明
確
化
し
事
業
の
推
進
を
図
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
)

。
昭
和
四
十
一
年
度
長
浜
町
一
般
会
計
補
正
予
算

(
①
地
方
改
善
施
設
諮
備
ハ
須
沢
と
出
海
地
区

に
共
同
作
業
場
建
築
〉
②
望
茂
保
育
所
増
築
、
①

白
滝
公
民
館
建
築
④
理
科
教
育
振
興
施
設
ヘ
長
浜

小
学
校
〉
費
、
そ
の
他
な
ど
を
補
正
し
、
総
額
二

千
六
百
万
円
を
追
加
し
ま
し
た
の
で
一
般
会
計
の

予
算
総
額
は
、
二
億
六
千
九
百
五
十
万
七
千
円
に

な
り
ま
し
た
)

名者付寄件物

壁とりつけ鏡

〔写真は、長浜町立長浜中学校建築敷地に決まった

一
町
長
は
、
町
議
会
芳
二
回
臨
時
会
で
一
込
み
は
、
十
月
下
旬
か
、
十
一
月
の
中
一
各
地
に
派
遣
し
、
各
学
校
ご
と
に
研
究

一

統

合

中

学

校

建

設

に

伴

う

、

経

過

と

一

旬

頃

で

あ

る

。

一

願

っ

た

報

告

書

が

、

教

育

委

員

会

に

ま

一
今
後
の
見
通
し
を
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
報
一
④
、
埋
め
方
て
は
、
海
上
か
ら
、
肱
一
と
ま
っ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
報
告

一
告
し
ま
し
た
。
一
川
河
口
の
州
の
砂
利
を
、
約
四
万
立
方
一
室
自
に
基
づ
い
て
、
た
だ
今
構
想
を
ね
つ

一

O

A

V

一
メ
ー
ト
ル
、
サ
ソ
ド
ポ
ン
プ
で
送
り
江
一
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
が
ま
と

一

「

l
i
-
-
u

①

ま

る

と

、

た

だ

一
一
ア
ゆ
一
伊
予
唱
童
三
一
一
一
一
一
E
一
三
一
三
一
Z
E
E
-
=
一
三
三
一
=
=
=
=
=
一
=
=
=
一
一
三
E
Z
E
E
-
=
一
三
=
=
一
一
=
一
三
一
巳
一
三
三
一
三
三
一
三
塁
三
一
三
一
一
三
一
一
一
一
一
=
F
ち
に
設
計
に
と

一

一

時

9

一

木

材

川

川

り

か

か

る

。

一

一

一

社

一

株

式

州

統

合

受

十

burま
附

設

立

了

時

一

一

一

告

一

会

社

川

中

学

三

且

三

口

仁

~

一

Y
一

j
、
E

H

一

f

一
己

ι一
一

昨

d
一
J

一

y
t

川

十

月

上

旬

の

見

一

一

一

報

一

と

浜

川

酬

込

み

で

あ

る

o

一

九
一

D

E道
州

A

E

j

:

I

J

剛

⑤

、

事

業

の

一

一

一

伝

一

雄

氏

川

f

F

i
」

白

川

割

当

に

つ

い

て

一

一

一

信

工

一

所

有

州

酬

は

、

国

@

県

と

一

一
一
酌
一
の
土
川
一
一
室
一
一
一
雲
一
一
三
雲
=
一
一
三
=
=
=
一
三
一
三
三
一
一
三
一
一
=
一
三
=
=
一
三
一
一
一
=
=
=
一
一
=
一
三
一
言
三
一
一
三
三
一
=
一
一
一
三
一
z
=
=
一
三
=
一
一
一
=
=
一
言
霊
一
一
言
剛
も
に
特
別
な
ど
一

一

「

l
l
i一
地

購

配

慮

を

い

た

だ

一

一
入
も
終
り
、
登
記
も
完
了
し
た
。
一
湖
の
と
こ
ろ
を
、
問
め
立
て
る
計
画
で
一
い
た
た
め
、
坪
数
に
お
い
て
当
初
考
え
一

一

②

、

現

在

(

五

月

二

十

七

日

)

埋

め

一

あ

る

。

一

て

い

た

も

の

の

二

倍

を

こ

え

る

割

当

一

一
立
て
工
事
と
、
付
帯
工
事
と
を
二
つ
に
一
⑤
、
建
築
設
計
で
あ
る
が
、
校
舎
の
一
を
受
け
る
見
込
み
で
あ
る
。
一

一

分

け

て

敷

地

造

成

工

事

を

進

め

て

い

る

一

内

容

を

充

実

し

た

も

の

に

す

る

た

め

一

一

③

‘

こ

れ

ら

の

工

事

が

完

了

す

る

見

一

町

内

各

中

学

校

の

、

主

任

級

の

教

師

を

一

一

江湖附近(沖浦から5月27日撮影)] 
'事争

* 
* 

* 

4町

付寄年月日

18日N 

櫛生保育所用として

白滝中手校プラスパジド
編成楽器購入費として

白滝保育所用として

子

ベルクハイル

ならびに国旗掲揚台

オノレガ γ

(21.600円相当〕

41.3.26 

41.2， 1 
気軽においでください

20日

21日

24日

句史
日

金 100.000円

プレヤー 1台
(5.日日日町相当〕

41.3，15 

41.3.30 所相と
事副困や

も輔副心菌己
昭和40年度蚕繭振興寄付金

白滝保育所遊具として

豊茂保育所どアノ購入資
金として

金↑55.500円

ベルクハイノレ

(36，800円相当〕

41.4.26 

41.5.16 

毎月 10日と 20日

午前9時~午後3時まで
消防館で開いています

26日
金 132.000円41.5.11 

昭
和
四
十
年
度
分
と
し
て
、

町
内
で
、

毎
日
あ
な
た
が

お
買
い
に
な
っ
た
、

タ
バ
コ
の
中
か
ら
、

「
タ
バ
コ
消
費
税
」

と
し
て
、

約
八
百
二
十
三
万
円
が
、

町
の
収
入
に
な
り
ま
し
た
。

あ
な
た
が
、

タ
バ
コ
を

町
内
で

百
円
お
買
い
に
な
る
と
、

十
五
円
が
「
タ
バ
コ
消
費
税
」

と
し
て
、

町
の
収
入
に
な
る
の
で
す
。

タ
バ
コ
を
買
う
な
ら
、

ぜ
ひ
町
内
の
タ
バ
コ
屋
さ
ん
で

買
い
ま
し
ょ
う
。

ご
旅
行
中
の
タ
バ
コ
も
、

つ
と
め
て
、

町
内
で
買
っ
て
ゆ
く
こ
と
に

い
た
し
ま
し
ょ
う
。

~会
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分
一
位
日
神
経
系
の
疾
患
(
神
経
痛
や

リ
ュ
ー
マ
チ
な
ど
)

才
二
位
H

高
血
庄
症

沖
三
位
H
運
動
器
の
疾
患

方
四
位
H
胃
腸
、
肝
臓
、
た
ん
の
う
の

疾
患
方
五
位
リ
ビ
タ
ミ
ン

n
n
1
欠
乏
症

で
し
た
。

=
一
、
年
令
別
性
別
に
み
ま
す
と
、
男

女
と
も
、
高
年
令
層
に
な
る
に
従
つ
て

な
ら
な
い
と
医
者
に
か
か
ら
な
い
。
一
高
血
圧
者
が
多
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

道
路
が
な
い
と
、
往
診
を
頼
ん
で
も
一
四
、
尿
検
査
の
結
果
で
は
、
肝
臓
疾

来

て

も

ら

え

な

い

。

一

患

の

陽

性

者

が

十

二

Mm
で
し
た
。

耳
と
限
の
医
者
が
、
せ
め
て
長
浜
ま
一

O

考

察

で
旬
間
出
張
が
で
き
な
い
も
の
だ
ろ
う
一
こ
の
診
断
で
、
神
経
系
の
疾
患
、
骨

か

。

一

運

動

器

の

疾

患

が

多

い

こ

と

が

わ

か

り

一
ま
し
た
o

H
H
診

断

結

果

日

日

一

高

血

圧

、

三

十

号

、

全

国

の

二

十

一
六
町
加
に
比
べ
て
も
、
多
い
こ
と
が
わ
か

門

結

核

科

凶

一

り

ま

し

た

。

A
V

考

察

一

五

、

サ

ロ

シ

パ

ス

が

、

多

ノ

¥

っ

か

わ

今
回
の
検
診
で
は
、
対
象
者
の
約
七
一
れ
て
い
ま
し
た
。

歯
の
治
療
は
、
一
日
が
か
り
な
の
で
一
十
Mm
が
受
診
し
ま
し
た
。
従
来
の
三
十
一
門
皮
膚
科
M

忙
し
い
と
き
は
、
途
中
で
止
め
て
し
ま
一
五
労
前
後
に
比
べ
る
と
、
受
診
成
績
は
一
つ
身
の
ま
わ
り
の
不
衛
生
に
よ
る

う

。

な

ん

と

か

な

ら

な

い

か

。

一

よ

い

ほ

う

で

し

た

。

一

皮

膚

疾

患

が

、

目

立

ち

ま

し

た

。

児

童

歯
科
医
が
出
張
診
療
し
て
も
ら
え
る
一
検
診
結
果
で
は
、
治
ゆ
、
こ
ん
せ
き
一
の
み
を
比
較
し
て
も
、
郡
平
均
の
約
二

よ

う

に

は

な

ら

な

い

か

。

一

の

あ

る

者

が

四

@

五

Mm
で
、
医
療
を
要
一
十
倍
。

歯
の
悪
い
者
が
多
い
、
診
療
所
で
治
一
す
る
者
は
、
ひ
と
り
も
発
見
さ
れ
ま
せ
一
県
平
均
が
、

0
・
五
Mm
で
す
が
、
豊

療

で

き

る

よ

う

に

し

て

ほ

し

い

。

一

ん

で

し

た

。

一

茂

で

は

、

二

十

九

@

一

%

で

し

た

。

し
尿
を
捨
て
る
と
こ
ろ
が
な
く
て
処
一
結
核
り
か
ん
率
は
、
全
国
平
均
よ
り
一
小
学
校
で
は
、
全
児
童
の
約
三
十
%

理
に
困
っ
て
い
る
。
一
低
い
の
は
、
入
院
治
療
を
必
要
と
す
る
一
中
学
校
で
は
、
全
生
徒
の
約
十
七
労
が

飲
料
水
の
不
足
で
、
永
年
困
っ
て
い
一
重
症
患
者
が
い
な
い
た
め
で
し
ょ
う
。
一
皮
膚
疾
患
に
か
か
っ
て
お
り
、
「
は
た

る
o

水
道
が
で
き
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
一
感
染
性
の
患
者
は
一
名
で
、
本
年
度
一
け
」
が
大
半
を
し
め
て
い
ま
し
た
。

安
心
し
て
飲
め
る
水
が
ほ
し
い
一
。
一
の
、
新
開
(
正
銀
患
者
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
一
学
年
別
で
は
、
小
学
校
五
年
生
に
最

役

場

で

よ

い

治

療

薬

を

あ

っ

せ

ん

し

一

た

。

一

も

多

く

、

同

一

世

帯

に

ふ

た

り

以

上

の

て

ほ

し

い

。

一

門

一

般

内

科

一

回

一

患

者

の

い

る

も

の

が

七

世

帯

も

あ

り

ま

医
者
が
だ
め
な
ら
、
置
き
薬
を
保
険
一
て
成
人
病
と
し
て
の
高
血
圧
症
は
一
し
た
。

で
っ
か
え
る
よ
う
に
し
て
も
ら
え
な
い
一
四
十
才
以
上
で
、
三
十
Mm
の

者

が

、

か

一

。

考

察

か

。

一

か

っ

て

い

ま

し

た

。

一

児

童

生

徒

の

皮

膚

疾

患

は

、

全

国

と

医
者
が
い
な
い
の
で
、
病
気
が
重
く
一
二
、
多
い
病
気
の
順
位
一
比
べ
て
も
、
か
な
り
多
い
こ
と
が
わ
か

「
サ
ル
モ
不
ラ
菌
」
は
熱
に
は
、
非
一
一
一

田

署

長

A
P除
陸

撃

AAAA

〉

一

常

に

弱

い

o

-

一

白

一

時

問

団

且

掘

削

ψ

甥
轍
』
時
ゴ

3

お
母
さ
ん
が
、
ち
ょ
っ
と
指
を
け
が
…
…
一

1
i
E
g
'
U
M
W
a
υ

ト
十
亡
1

d

V

4

4

4

d

噌

』

帝

時

札

詐

-

〆

、

抱

一

色

】

ノ

1
1
J
-
t
i
'

し
た
と
き
に
、
簡
単
に
包
出
怖
を
巻
い
て
一
一
一

吾
一

l

い
つ
も
ジ
ャ
ガ
イ
モ
で
あ
る
。
守
フ
り
を
、
ヂ
ク
ず
ク
あ
え
た
り
、
刺
一
一
一

(

一

一

ジ

ャ

ガ

イ

モ

を

た

べ

る

一

そ

し

て

、

そ

の

ジ

ャ

ガ

イ

モ

に

、

パ

身

を

切

っ

た

り

す

る

と

、

菌

が

ま

な

い

一

一

一

4

1

)

と
肝
臓
の
病
気
に
な
ら
セ
リ
!
と
、
な
ま
の
た
ま
ね
ぎ
と
の
み
た
に
つ
く
こ
と
に
な
る
。

町

一

な

い

じ

ん

切

り

と

を

、

ふ

ん

だ

ん

に

入

れ

て

こ

の

菌

は

、

ぶ

ど

う

球

菌

で

あ

る

の

一

一

一

配
一
一
生
涯
、
肝
臓
の
病
気
に
か
か
る
の
そ
れ
を
食
べ
て
い
る
。
で
、
こ
の
菌
が
料
理
に
つ
き
，
そ
し
て
一
一
一

同
一
が
い
や
な
方
は
、
き
ょ
う
か
ら
で
も
い
そ
の
た
め
、
私
は
、
大
変
元
気
だ
ω

時
間
が
経
過
す
る
と
、
ぶ
ど
う
球
菌
が
一
一
一

日
一
一
い
h
ら

、

ジ

ャ

ガ

イ

モ

を

大

い

に

食

べ

繁

殖

し

て

、

エ

ン

テ

ト

ロ

キ

ν
ンとい一一一

知
一

ιUよ
い

。

食

中

毒

に

ほ

ニ

つ

あ

る

う

宣

言

出

す

。

府
一
マ
ヤ
ガ
イ
モ
の
薄
皮
の
み
を
取
っ
て
食
中
毒
は
、
ね
ず
み
の
尿
の
中
に
合
と
れ
は
、
煮
て
も
、
焼
い
て
も
仕
方
一
一
一

一
茶
わ
ん
の
上
で
つ
ぶ
し
、
つ
ぶ
し
た
ジ
ま
れ
て
い
る
「
サ
ル
モ
ネ
ラ
菌
」
に
よ
の
な
い
菌
で
あ
る
。

一
ヤ
が
イ
モ
を
、
き
ょ
う
は
、
マ
ヨ
ネ

l

る

こ

と

が

多

い

。

と

こ

ろ

が

、

た

だ

一

つ

、

防

除

の

方

一

一

一

コ
一
ズ
で
あ
え
る
、
あ
す
は
、
ケ
チ
ャ
ッ
プ
と
れ
は
、
直
楼
ね
ず
み
の
尿
が
口
に
法
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
低
温
に
弱
い
と
一
一
一

仁
一
で
あ
え
る
、
あ
さ
っ
て
は
、
サ
ラ
ダ
@
入
る
の
で
は
な
く
、
尿
が
か
わ
い
て
い
う
こ
と
で
あ
る
。

一
ド
レ
ツ
V

Y
グ
で
あ
え
る
、
し
あ
さ
っ
そ
れ
が
ほ
こ
り
に
な
っ
て
、
そ
こ
で
だ
か
ら
、
冷
蔵
庫
に
入
れ
て
お
く
と
一
一

一
て
は
、
酢
み
そ
で
あ
え
る
と
い
う
よ
う
獄
毒
を
生
じ
る
の
で
あ
る
。
よ
い
の
で
あ
る
。

一
に
、
あ
え
る
も
の
を
か
え
る
が
、
原
料
だ
か
ら
、
熱
を
通
せ
と
い
う
訳
だ
。
(
医
師
@
多
羅
尾
雅
治
)

第115号

た
よ
る
寵
き

多

い

皮

噂

疾

患

曲
一
旦
茂
地
区
診
断
ま
と
ま
る

当
町
で
は
、
昭
和
四
十
年
九
月
二
十

六
日
、
豊
茂
地
区
の
大
掛
か
り
な
総
合

診
断
を
行
い
ま
し
た
が
、
そ
の
結
果
が

こ
の
程
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

曲
豆
茂
地
区
診
断
に
よ
っ
て
明
ら
か
に

さ
れ
た
問
題
を
、
地
区
総
ぐ
る
み
で

解
決
し
、
健
康
で
明
る
い
町
づ
く
り
を

展
開
す
る
た
め
、
今
後
、
昭
和
四
十
四

年
度
ま
で
、
地
区
診
断
の
事
業
を
継
続

的
に
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

者主

地
区
の
主
な
意
見

む、カま?孟幸酷
一一ー属

♂
 

，1J
 

。

室議本日
lI1 十

民住

り
ま
し
た
。

水
不
足
の
た
め
、
入
浴
回
数
も
少
く

皮
膚
の
清
潔
を
保
つ
こ
と
が
で
き
な
い

た
め
、
皮
プ
疾
患
が
多
い
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

〔
母
子
保
健
一
日

発
育
状
況
で
は
、
雰
才
が
標
準
以
上

な
の
に
、
一
才
か
ら
四
才
に
な
り
ま
す

と
、
標
準
以
下
に
な
り
、
五
才
か
ら
学

令
期
に
は
、
さ
ら
に
、
遅
れ
が
目
立
ち

ま
し
た
。

。

考

察

乳
児
死
亡
は
、
皆
無
に
ひ
と
し
く

発
育
状
態
を
み
ま
す
と
、
満
一
才
ま
で

は
順
調
で
、
そ
れ
以
上
に
な
る
と
標
準

以
下
の
者
が
、
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
離
乳
開
始
の
遅
れ
や
、
離

乳
食
の
与
え
方
に
問
題
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

門
栄
養
改
善
一
日

夏
の
、
防
犯

衣
〆
迫
の

ひ
ど
リ
帝
/
き
に

なお、加入負担金は、

長浜=6.600円

沖浦=8.臼O円

小浦=8.100円

下平=7目600円

その他=5.600円

です。

また、その他の地区の取り付

に要する引込電柱は、加入者の

負担ですから、その回線の前加

入者に対しての、話しあいも必

要です。(文書課長)

【問] 新規に有線放送電話を取

り付けたいのですが、どんな手

続をしたらよいのですか?

(長浜町大字長浜H.H生)

【答] まず、 「長浜町有線放送

電話加入申込書」に所要事項を

記入の上、加入負担金を添えて

役場の受付か、各連絡所に申込

んでください。

申込書は、役場の受付と、各

連絡所にあります。

〈

V

考

察

一
、
生
徒
の
体
位
は
、
県
お
よ
び

全
国
平
均
に
比
べ
る
と
、
特
に
身
長
が

劣
っ
て
い
ま
し
た
。

二
、
ビ
タ
ミ
ン

B
1
不
足
症
状
は

全
国
平
均
の
二
倍
以
上
で
し
た
が
、
他

の
不
足
状
況
は
、
全
国
平
均
よ
り
少
な

い
ほ
う
で
し
た
。

三
、
動
物
性
食
品
の
摂
り
方
が
少
い

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

四
、
豆
腐
は
、
退
に
一
回
た
べ
て
い

る
の
が
半
数
以
上
を
し
め
、
非
常
に
少

い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

五
、
魚
は
、
四
十
労
ま
で
は
、
週
に

一
回
位
で
、
業
者
が
ま
わ
っ
て
い
る
の

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
ま
り
、
た
べ
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

六
、
肉
類
は
、
鶏
肉
が
設
も
よ
く
た

べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
(
以
下
次
号
)

有隷放送電話番号簿

1 追加表 (6~分)

頁氏 名番号部落名備考

2浦上海子 日日本町四藤の家

5大高ヤス子 四千船町あんま

5黒田衣料品百 292本町一

グさのや食堂 371駒手町

6端龍寺 819沖浦

グ田淵助市 589水場

ヲ東英男 798紺屋町はきもの

11みち美容室 275木町三高野英幸

13大野晃 153郷 理容所

14菊地敏昇 18 1/ 

15中野喜代一 281 1/ 

17渡辺博央 155 庁

20中伊繁樹 97橋立浜

23槌中繁春 106中尾

24櫛笥光義 80西谷

25清1.K吉太郎 261大峰

グ玉井勝 107中自主

か玉井嘉太郎 290藤白

グ谷田玉輝 248須沢

26 中村~lE 108河原

27村上福松 61東港

γ 森fi:義月Ij 37浜宮

H 増田亀師 111河原

35大野長衛 362豊中

39中川喜代志 580加屋 鮮魚、

①取止めのため削除するもの

6清水痘

23浦田紋治

政
府
で
は
、
明
治
百
年
記
念
行
事
の

ひ
と
つ
と
し
て
、
「
二
十
一
世
紀
の
日
一

本
一
と
題
し
た
、
論
文
創
作
、
作
文

V
七

月

か

ら

郵

便

法

が

そ

し

て

図

闘

を

、

広

く

一

般

か

ら

募

集

改

正

さ

れ

ま

す

し

て

い

ま

す

。

ふ

る

っ

て

応

募

し

て

く

郵

便

注

が

、

国

会

を

通

過

し

ま

し

た

だ

さ

い

。

の
で
、
一
七
月
一
日
か
ら
郵
便
法
が
改
正
一
毎
》
一
月
宮
中
で
、
歌
会
始
め
の
儀
一
な
お
‘
応
募
の
締
切
日
は
、
昭
和
四

に

な

り

ま

す

。

一

が

行

な

わ

れ

ま

す

が

、

昭

和

四

十

二

年

一

十

二

年

一

月

三

十

一

日

で

す
3

(

く
わ

て
は
が
ぎ
は
、
七
円
。
普
通
封
筒
一
歌
会
始
め
の
お
題
は
、
「
魚
」
と
定
竺
し
い
と
と
は
、
総
務
課
に
ご
連
絡
く
だ

は
十
五
円
に
な
り
ま
ず
o

一
ら
れ
ま
し
た
ο

一
さ
い
。
)

(
た
だ
し
、
形
の
大
き
き
ゃ
、
重
さ
に
一

i

l

l

-

「

(
3
1
3
3
A行
、

」

出

一

円

主

計

五

い

が

よ
り
、
料
金
が
違

5
よ

う

に

な

り

、

そ

川

れ

る

方

が

多

い

そ

う

で

す

。

の
他
、
吉
田
、
速
達
な
ど
も
改
正
に
な
ん
古
川
酬
細
川
州

M
m
m

と
に
か
く
、
気
の
あ
っ
た
お
と
な
り

J
t書留
封

筒

に

は

五

万

円

一

本

J
編

集

三

同

江

川

町

長

日

付

り

ま

で

し

か

入

れ

ら

れ

ま

せ

ん

で

し

た

が

同

軍

骨

休

み

で

ぎ

る

、

夏

休

み

を

計

画

な

さ

十

万

円

ま

で

、

入

れ

る

と

と

が

で

き

る

山

つ

て

は

い

か

で

し

ょ

う

。

よ

う

に

な

り

ま

す

。

一

。

町

の

広

報

紙

「

広

報

な

が

は

ま

」

A
V

青
島
丸
は
、
六
月
一
日
か
ら
、
八

三
、
小
包
は
、
容
積
が
制
限
さ
れ
現
山
の
広
報
写
真
(
テ
[
マ
は
、
毎
月
五
日
月
三
十
一
日
ま
で
の
三
か
月
間
、
長
浜

在
よ
り
少
し
小
さ
く
な
り
ま
す
。
引
は
子
ど
も
の

H
)
が
、
昭
和
四
十
年
度
と
、
青
島
問
を
、
一
日
に
二
往
復
す
る

四
、
五
円
の
は
が
き
は
、
二
円
切
手
二
次
綬
川
県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
(
広
報
写
真
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

を
は
れ
ば
、
使
用
で
き
ま
す
。
切
手
を
一
の
部
)
で
入
選
、
先
日
知
事
か
ら
表
彰
今
ま
で
は
、
ち
ょ
っ
と
青
島
へ
行
つ

は
ら
ず
に
、
そ
の
ま
ま
出
し
ま
す
と
…
を
受
け
ま
し
た
。
(
県
下
で
は
長
浜
町
て
帰
ろ
う
と
思
っ
て
も
、
一
晩
泊
ら
な

不
足
額
の
倍
額
(
四
円
)
を
受
取
人
が
い
、
川
之
江
市
、
松
山
市
、
伊
予
三
島
市
い
と
い
け
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
の
悩

支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
~
で
し
た
。
)
こ
れ
は
、
日
頃
、
み
な
さ
み
が
解
決
し
ま
し
た
。

な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
、
郵
便
局
ゲ
ま
方
の
ご
べ
ん
た
つ
や
、
貴
重
な
ご
意
毎
日
、
こ
ち
ら
か
ら
、
青
島
を
眺
め

か
ら
料
金
表
が
、
各
家
庭
に
配
布
さ
れ
川
見
を
た
ま
わ
っ
た
こ
と
が
、
実
を
結
ん
な
が
ら
、
「
青
島
へ
は
、
ま
だ
一
回
も

ま

す

。

ん

だ

も

の

で

す

。

行

っ

た

こ

と

が

な

い

」

と

い

わ

れ

る

方

郵
便
物
に
は
、
正
当
料
金
を
払
っ
て
川
今
後
な
お
一
層
、
プ
レ
ツ
V
ユ
な
は
、
町
内
に
は
、
随
分
あ
る
そ
う
で
す

受
取
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
一
「
広
報
な
が
は
ま
」
の
編
集
に
つ
と
め
と
こ
ろ
で
、
出
航
時
間
で
す
が
、
長

い
た
し
ま
し
ょ
う
o

ん
て
、
広
報
の
役
割
を
果
し
て
ゆ
ぎ
た
い
浜
港
を
午
前
九
時
に
出
航
し
て
、
青
島

占
と
符
じ
ま
す
o

v採
用

試

験

日

決

ま

る

J

港
を
午
後
三
時
に
立
つ
と
い
う
、
レ
ジ

円
み
な
さ
ん
、
ど
し
ど
し
、
ご
意
見
を

ヤ
ー
に
は
、
も
っ
て
こ
い
の
時
間
で
す

二
等
陸
@
海
。
空
士
の
採
用
試
験
日
中
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま

農
繁
期
が
終
る
と
、
や
が
て
、
海
の

が

決

ま

り

ま

し

た

。

山

す

o

v
l
ズ
シ
で
す
。

七
月
四
目
、
七
月
十
八
日
、
八
月
一

M
A
V

七
月
も
下
旬
に
な
り
ま
す
と
、
事
」

町
内
の
み
な
さ
ま
/

目
、
八
月
十
九
日
そ
し
て
、
八
月
二
十
ゾ
こ
の
学
校
も
夏
休
み
に
入
り
ま
す
。

こ
と
し
は
、
ひ
と
つ
、
青
島
ヘ
お
出

九
日
、
大
洲
保
健
所
で
行
な
わ
れ
ま
す
め
と
こ
ろ
が
主
婦
た
ち
は
、
毎
日
家
事

か
け
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
住
民
課
に
お
間
一
に
追
わ
れ
て
、
台
所
と
仲
よ
し
の
方
が

告
知
鵠

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

マ
交
通
安
全
帽
を
交
付

V
香
典
返
し
を
寄
付

大
{
子
白
滝
、
大
野
清
美
氏
は
、
先
般

な
く
な
ら
れ
た
、
父
清
八
郎
氏
の
香
典

返
し
の
か
わ
り
に
、
三
万
円
を
、
事
業

資
金
に
充
当
し
て
ほ
し
い
と
・
長
浜
町

社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た

愛
媛
県
で
は
、
五
月
一
日
か
ら
、
身

体
障
害
者
福
祉
法
に
よ
る
視
覚
障
害
者

で
、
職
業
上
あ
る
い
は
、
通
学
、
通
勤

そ
の
他
、
常
時
外
出
す
る
者
に
、
「
交

通
安
全
帽
(
黄
色
の
丸
登
山
帽
子
で

夜
光
塗
料
っ
き
白
線
入
り
)
を
交
付
し

て
、
障
害
者
の
交
通
事
故
防
止
を
図
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
交
付
手
続
は
、
住
民
課
で
お

こ
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

マ
お
題
は

μ

魚
μ

あんま

382 

206 

な
お
、
詠
進
期
間
は
、
本
年
九
日
刀
一

日
か
ら
十
月
十
日
ま
で
で
す
。

な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
、
総
務
課

に
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

マ
明
治
百
年
記
念
の

論

文

な

ど

を

募

集

し

て

い

ま

す


